
ついこの前まで赤や黄色で校庭を彩っていたメタセコイヤやイチョウも 
今は冬の装いに変わりました。朝夕の気温はすっかり真冬並みになりまし 
たが，それでも，日中はまだまだ暖かい日もある今年の年末。新型コロナ 
ウイルス感染症の状況もひとまず落ち着いており，心穏やかな年末年始が 
迎えられることを祈るばかりです。  
今年一年を振り返りますと，新学期は第４波の真っただ中でスタートし， 

夏休み明けは第５波の影響で緊急事態宣言発出中の再開でした。感染症対 
策のため，子供たちは多くの制約を強いられましたが，それでも元気に毎 
日を過ごすことができたことが何よりでした。 
さて，この年末年始は，多くの伝統的な習わしを経験できる時期でもあ 

ります。昨年は自粛傾向の影響でできなかったことも，今回は可能になる 
かもしれません。十分な感染対策には引き続き取り組んでいただきながら， 
ぜひ日本のよき年末年始の時間をお過ごしください。子供たちにとっても穏やかで有意義な冬休
みになりますことをお祈りいたします。１年間，たいへんお世話になりました。 
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２２日（水），しばらく実施できなかった陽西中学校生徒会との合同「あいさつ運動」が行われ，
南門と昇降口に並んだ中学生と本校のプロジェクト委員の子供たちが，登校する子供たちに向け
てあいさつを呼びかけました。とても寒い朝でしたが，元気に交わす「おはようございます」の
声は爽やかですがすがしく，とても温かい空気に包まれました。 
「あいさつは魔法の言葉」と言われます。あいさつを交わすことで，伝える側も伝えられる側

も心が温まり，人のつながりを強くするものです。これからも，あいさつの輪をもっともっと広
げていきたいですね。陽西中学校の皆さん，ありがとうございました。 

４月２１日（水）の第１回授業参観以来，コロナ禍の影
響で，学校の教育活動の状況や子供たちの学習・生活の様
子を保護者の皆様に公開する機会が極端に少なく，学校と
しても苦慮していたところですが，今回，１２月４日の土
曜授業日にやっと授業を参観していただくことができま
した。 
各学級とも参観者数を制限させていただきましたが，久

しぶりに保護者の皆様に見ていただける嬉しさが，子供た
ちのワクワクする笑顔から滲み出ていました。ご参観いた
だきました皆様，たいへんありがとうございました。 

 



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

[１の行事予定] 
１０日（月）成人の日             １７日（月）一斉下校             ２１日（金） ＳＣ来校          

１１日（火）授業再開             １８日（火）タカラッキータイム      ２４(月)～２８日(金) 給食週間 

       口座振替日                       委員会活動            ２５日（火）  クラブ 

１４日（金）進学先中学校訪問(DVD 視聴)  １９日（水）昔遊びボランティア     

【優勝学級】 
１年生･･･男子４組・女子２組 
２年生･･･男子３組・女子２組 
３年生･･･男子３組・女子３組 
４年生･･･男子１組・女子２組 
５年生･･･男子１･２･４組 

女子１組 
６年生･･･男子１組・女子１組 

「たからぎ体育」でもお知ら
せしたとおり，１１月中旬から，
学年ごとにドッジボール大会が
開催されました。  
学級対抗ということもあり，

各学年とも白熱した試合が展開
され，勝利を称えあったり，悔
し涙を流したり・・・。 

 

北校舎一階の一番西側，体育館の手前に「ふるさと資料室」
という教室があることをご存知でしょうか。 
この「ふるさと資料室」は，平成元年（今から３３年前），昔

から使われていた道具や日用品などを地域の皆様から寄付いた
だいたり借用させていただいたりして集め，展示した教室です。   
長い間に活用されることが少なくなり，収納しているだけの

状況になっていましたが，この程，社会科担当と教務主任が中
心となって種類ごとに整理し直し，活用しやすいように再整備
しました。展示されている品々は，実はどれも貴重なものばか
りで，これを身近にいつでも見たり触ったりできるのは，とて
も素晴らしいことです。当時の人々の生き方や生活を偲ぶ「宝」
として，今後は再び，子供たちにも活用の機会をどんどん作っ
ていければと思っています。 

 

 

ご覧になりたい方がおりました
ら，職員室にお声掛けください。 

こういった取組が一人一人
の体力向上にも結び付くとと
もに，学級のまとまりを強め， 
仲間意識の向上を図ることが
できると考えています。 
 今の学級で過ごすのもあと
３か月。よい思い出作りの一つ
になってくれたことでしょう。 


